
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２６日、大宮地本はさいたま市文化センターにおいて「『平和・人権・民主主義』を

守り抜き、美世志会と共に平和な未来を創り出す８・２６集会」を開催しました。 

集会では地本執行部による問題提起を行い、ウクライナ情勢が深刻化する中、政府

は「他国の脅威」を主張して「安保関連三文書」を閣議決定し、「専守防衛」に反する敵基

地攻撃能力の保有や増税による防衛費増額など新たな戦争政策が進められ、平和の

危機が迫ることへの認識を一致しました。また沖縄の歴史と現実から戦争の本質を考

え、戦争で犠牲になるのは労働者であり、労働者の雇用と利益を守る観点から労働組

合が平和運動を行う意義について認識を深めました。 

また今集会では平和を希求し連帯する仲間によるリレートークを開催し、労働組合と

市民が連帯して平和を希求する運動を創る意義や、団体が開催している平和を希求す

るための活動報告、戦後の日本軍捕虜が中国政府の寛大な対応で無事に日本に帰還

し戦争の反省から真実を語る運動を始めた歴史、沖縄研修を通じ戦争の本質と平和の

大切さを学ぶなど、平和を守り広める運動の重要性を一致出来ました。 

集会でこれまでのたたかいの成果が明らかになった一方、私たちを取り巻く情勢は

厳しさを増しています。今こそ当たり前の労働組合活動と平和運動を守り抜くために

行動しなくてはなりません。 

私たちは「えん罪・JR浦電事件」が平和活動を行う労働組合の弾圧である本質を改

めて一致させ、これからも美世志会や平和を希求する市民の方々と共に、権力による

攻撃に屈せずたたかいを一人ひとりの実践で推し進め、さらなる組織強化・拡大を実

現していきます。その事を参加者全員で意思統一し、集会は成功裡に終了しました。 

※集会の詳細は機関紙 

『ＪＲ東労組大宮』号外にてお伝えします！ 

２０２３年８月２６日 さいたま市文化センター 


